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８３ 塩気を失った塩

― 生温さ。



― 真の信心、感情と内的な無味乾
燥。

― 私たちは「地の塩」でなければな
らない。内的生活の必要性。

８３．１ 生温さ

主は、弟子たちに、あなたがたは地
の塩であると言われました１。 彼ら
は、まさに塩が食べ物に働きかける
ことを世の中に対して行います。味
覚に合うようにして腐敗するのを防
ぎます。しかし、塩は、時々その風
味を失ったり、それ自体の質を落と
したりすることがあります。そうな
ると、塩は邪魔ものになります。こ
れは、キリスト者が陥ることの中で
も、罪と共に、最も悲しむべき状態
です。罪を犯した後に起こるこのよ
うな変化は、キリスト者にとって非
常に悲しい出来事になります。多く
の人々は存在という輝きをいただい
てはいるのですが、それが実際には
暗闇と化しているのですから。人々



を正しい方向に導くどころか、その
人自身が方向を見失い、これという
目的もないままになっています。他
の人々に力を与えるためにこの世に
置かれたにもかかわらず、その人に
は脆さ以外に人に伝えるものはなく
なってしまいます。

生温さは、知性と意志の両方に影響
を与える魂の病気で、使徒職を行う
力を奪い、内的に、悲しみと虚弱に
人を深く落ち込ませます。この病気
は、意志が弱くなることから始まり
ます。過失を繰り返し、責められて
も仕方のないほど手を抜き、頻繁に
悪を行い、さらにもっと悪いことを
行う、等、正しいことを行うことが
できなくなってしまうのです。こう
なると、知性が人生の地平線上にキ
リストのみ顔をはっきりと見ること
はできなくなります。愛の証しであ
るわずかな些細な事柄を不注意にも
終始怠ってきた結果、今や遠く離れ
た存在になりました。内的生活は大



きく変化し、もはや中心となるべき
イエスが不在です。生温い人々は、
信心の業の実行にも中身がありませ
ん。信心の行為を心と魂を込めて果
たしません。愛からではなく日課や
習慣だからするといった義理で果た
しているだけになります。

この状態になると、人は愛に満ちた
霊魂に認められる特徴、神に関する
ものに応える自発性と喜びのすべて
を失います。生温いキリスト者は何
となく“内側を表”にしているような
ものです。彼らの霊魂は向上するた
めの努力にうんざりしています。キ
リストは彼らの生活範囲から消えま
した。神をどうにか見ているとして
も、それは遠く隔たった姿、はっき
りしない不明瞭なもの、輪郭の漠然
とした容貌でおそらく自分には無関
心なものとしてしか映らないでしょ
う。もはや、以前行ったように寛大
に積極的な行動はしません。今やか



なり楽なことに甘んじてしまいます
２。

聖トマスはこの状態の特徴について
こう言っています。「生温さとは、
ある種の悲しみであり、それによっ
て人は、努力を要する霊的な行為に
ついて、鈍くなる」３。信心の規定
と信仰の行為は、全身を促す原動力
と困難を克服する助けとならず、か
えって、仕方なく担う重荷になるの
です。

生温さに陥ったキリスト者が沢山い
ます。現代では、「風味を失った
塩」が周囲に沢山あるのです。今
日、祈りの中で、イエスが私たちに
求められる堅固さと確信をもって前
進しているかどうか、また神との会
話を、私たちの内的生活を強め成長
させてくれる宝とみなしているかど
うか、そして私たちの愛をしっかり
と育てているかどうか考えてみま
しょう。自分の弱さや、恩恵との一



致の不足に気づいた時、素早く悔い
改めの行為をして敵の妨害を食い止
め、守りを固めようとしているかど
うか考えましょう。

８３．２ 真の信仰、感情、霊的無味
乾燥

生温い状態を、時に疲れや病、ある
いは熱意の喪失の結果として生じ
る、信心業の無味乾燥状態と混同し
ないようにしましょう。このような
場合は、感情が無味乾燥であって
も、私たちの意志は、善であるすべ
てのものにしっかりと向けられてい
るからです。たとえ行程が困難で、
一つの井戸や冷たい水の泉さえ見つ
けることができない、石の多い荒地
を横切っているとしても、霊魂は神
にまっすぐ向かっていることが分
かっているのです。霊魂は、目的地
がどこにあるかを知っているので、
自分の弱さと渇き、歩まなければな
らない不利な地形にもかかわらず、



まっすぐその目的地に向けて進んで
行きます。

〈無味乾燥〉と呼ばれる状態で、た
とえ霊魂が何の感情も持たず、祈る
こと、神と本当に会話をすることが
難しく思われたとしても、真の信心
（信仰心）はそれにもかかわらず存
続しています。聖トマス・アクィナ
スは、この真の信心（信仰心）を
『神への奉仕に関わるすべてに自ら
を捧げること』と定義しました４。
この覚悟は、もし意志が生温さの状
態に陥るなら弱くなります。「あな
たに言うべきことがある」。主は言
われます。「あなたは初めの頃の愛
から離れてしまった」５。あなたは
弱くなった。もはや、以前のように
はわたしを愛していない。あらゆる
感情がない無味乾燥の時でも、祈り
を続ける決心をしている人は、多
分、バケツで次々と水を井戸から汲
み上げる人のようです。つまり射祷
を唱えたり、償いの行為をしたりし



て。それは辛い仕事で、努力を要し
ますが、その人は水を確かに汲み上
げます。これに反して、生温い状態
では、私たちの想像力は、道を彷徨
(さまよ)い、無謀に駆け出します。
もはや、意識的に注意散漫になって
もそれを頑として追い払おうとはし
ません。そして、実際問題として、
そこから何の実りも得られないとい
う言い訳をして祈りを放棄します。
それに対して、神との本物の会話
は、たとえ神が無味乾燥になること
を許しても、状態がどうであろう
と、私たちが意向の正しさをしっか
りと持ち、神の傍にいようと固く決
心してさえいれば、常に多くの実り
を生み出します。

感情の伴う愛情は良いもので、祈り
や内的生活全体に大いに役立つこと
ができるのですが、真の信仰は感情
の問題ではないことを、今、ここ
で、神の現存のうちに思い出さなけ
ればなりません。神が創造されたも



のですから、感情は人間の本質の重
要な部分だからです。しかし、この
ような感情は、信仰生活で不相応に
重要な部分を占めてはなりません。
神との関係では主要な部分ではあり
ませんから。感情は役に立ちます
が、それ以上のことを行いません。
なぜなら、信仰の本質は感情ではな
く、心の状態 － 常に非常に変わり
やすい！－ や、いかなる状況にも全
く影響されない神に仕えようと決意
した意志にあるからです。信仰心や
信心に関しては、感情にではなく、
むしろ知性に導かれるように、私た
ちが祈るように信仰によって照らさ
れ助けられるように気をつけなけれ
ばなりません。感情に左右されるま
まにすることは、主人としての責任
を放棄する間、自分の家の管理を召
使いに譲り渡すようなものです。感
情が悪いのではありません。感情を
必要以上に重視することが悪いので
す６。



生温さは不毛です。風味のない塩
は、もはや投げ捨てられ、人々に踏
みつけられるだけです７。 これに対
して、無味乾燥は、神が特別の霊魂
を清めたいと望まれているという確
かなしるしです。

８３．３ 内的生活を持つ必要性

人間として、私たちは、幸福や悲し
み、また光や暗闇の元となり得ま
す。平和や心配、価値を高めるパン
種、反対に他の人々の向上を妨げる
重荷の源にもなり得るのです。この
世を通り過ぎることは、他の人と関
わる限りどうでもよい問題ではあり
ません。他の人々がキリストを見出
すことに役立つか、あるいは彼らを
神から引き離すかのどちらかです。
他の人々を豊かにするか、あるいは
貧しくするかなのです。飢えている
かのように、イエス・キリストとい
う真の神から遠ざかるだけの役に立
たない物質的なものを追い求めてい



るように見える多く人々 － 友だ
ち、同僚、家族、近所の人々 － に
出会います。彼らは迷いながら一生
涯を過ごします。盲人の道案内が自
ら盲人にならないために、耳から得
る知識だけでは不十分です８。 周囲
の人々を助けようとするなら、その
道について漠然とした表面的な理解
では不十分です。私たちは、自分で
道を歩き、その道に横たわってい
る、乗り越えなければならない障害
について、自分で直接得た知識が必
要です。私たちは、日々、イエスと
の個人的な会話、内的生活を持つ必
要があります。自分の欠点に打ち勝
つために、さらにもっと決意して戦
うために、もっと深く主の教義を知
る必要があります。使徒職はキリス
トに対する大きな愛の結果です。

初代のキリスト者は、真の地の塩で
あり、人々と諸制度、つまり社会全
体を堕落から守りました。多くの
国々に起きていること事とはどんな



ことでしょうか？ キリスト者が今、
家庭、学校、団体に入り込む堕落の
波を遅らせ、止めさせることができ
ないという、悲しむべき事態はなぜ
でしょうか？ 信仰は今も変わりあり
ません。キリストは今もなお、私た
ちの間で生きておられます。キリス
トの力は限りなく神聖です。何千
人、何万人ものキリスト者が生温く
なることで、あらゆる種類の異端と
愚かな学説が蔓延したキリスト教を
世間の見世物として提供できます。
生温さは、信仰の力と剛毅を失わせ
るからです。生温さは、個人的にも
団体としても、妥協と安楽を求める
精神と密接に関係しています９。 目
を覚まし、警戒し、注意深くしなけ
ればならない多くの人々が、信仰を
深く眠らせるままにし、個人的な分
野と公的な分野で、愛が消えていま
す。多くの場で〈普通のキリスト
者〉とは生温く凡庸な人のことで
す。初代のキリスト信者は、時に
は、殉教を受け入れました。信仰を



守るために彼らはまさに自分の命を
明け渡すことを頻繁にしていたとい
うことなのです。愛が冷たくなり、
信仰が眠り、塩がその風味を失え
ば、もはや何にも役に立たなくなり
ます。邪魔になるだけです。キリス
ト者がこのように役に立たなくなる
ことは何と残念なことでしょう！ 生
温さは、しばしば使徒的効果がなく
なる原因となります、なぜなら私た
ちが生温さに陥っていれば、私たち
のする些細なことでさえ、人間的、
超自然的魅力に欠け、犠牲の精神を
失った仕事になるからです。活気も
愛もない信仰は、人々をキリストと
の深く親しい関係に引き寄せるため
に説得するに相応しい言葉を見出す
ことができないでしょう。

人に影響を与える力を神に熱心に願
いましょう。毎日、神との対話を続
け、ご聖体を拝領するためにさらに
大きな信仰と愛を持つなら、私たち
は真の地の塩になるでしょう。愛は



聖人の生涯の原動力であったし、ま
た、今もそうです。それは神に捧げ
られた人生の唯一の存在理由です。
愛は、前に立ちはだかるどのような
個人的な障害も、また、私たちの周
辺に現れるどのような障害をも越え
て、高く舞い上がるための翼を私た
ちに与えてくれます。愛は、私たち
が妨げに直面したとき強くしてくれ
ます。生温さは、最も取るに足りな
い困難に遭うだけでも諦めます。
（書かなければならない手紙、かけ
なければならない電話、訪問、会
話、ある物質的不足、…）つまり、
些細なことを大げさに言わせるので
す。そうではなくて、神に対する愛
があれば、大きなことでも些細なこ
ととして扱えます。愛は、霊魂を変
容させ、新しい光を与え、新しい視
野を開きます。霊魂が最も高い望み
を達成することができるようにし、
持ったことのないような夢を持つ能
力を与えます。愛は必要とする努力
について大騒ぎせず、その努力の結



果を見て、霊魂は幸福で満たされま
す。

黙想を終えるにあたり、キリスト者
の召命に見事に一致するその完全な
模範である聖母に信頼をもって向か
いましょう。私たちの霊魂から、生
温さのどのような影も効果的に取り
除いてくださるように、聖母に願い
ましょう。守護の天使にも、神への
奉仕に勤勉になれるようにと願いま
しょう。
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